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はじめに
ヤマキサゴ科に属する陸産の巻貝ヤマキサゴ Waldemaria japonicaは、アマオブネガイ科の巻貝
などと共にアマオブネガイ目に属している。アマオブネガイ科は、汽水域や淡水域に生息する種類
を含むが、多くは海産で熱帯から温帯の潮間帯の岩礁などに生息する。アマオブネガイ科は体内受
精を行い、乳白色の皿状の卵のうを岩などの表面に産み付ける。また、雌雄共に、直腸の横に発達
した外套性の生殖輸管を持っている（Bourne,1911）。
しかし、ヤマキサゴは主に山地に分布する陸産の小型の巻貝である。ヤマキサゴの生殖に関して
は、精子の大小 2型現象（栃本,1968）、ヤマキサゴの雄の生殖器官についての簡単な解剖学的記載
（Thiele,1902）、ヤマキサゴ科の数種の生殖器官系の構造（Bourne,1911；Baker,1925）、ヤマキサ
ゴの雌雄の複雑な生殖器官系の構造についての記載、及び、生殖腺の周年変化、卵の大小 2型現象、
受精の時期（篠原,1988）などが知られている。
ヤマキサゴの雄は精巣内で大小 2型の精子を形成する。そのうち受精には小型の精子のみが関与
すると考えられているが、精子の受け渡しの方法はわかっていない（栃本,1968；篠原,1988）。
そこで、ヤマキサゴの雄から雌への精子の受け渡し方法を明らかにするため、実験室内で飼育を
行い、その際に見られた産出物などの観察を行った。
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材料と方法
本研究で用いたヤマキサゴは、群馬県のほぼ中央に位置する赤城山の大沼周辺の雑木林（標高
1350m）で採集した。採集日は、2005年 4月 16日、5月 8・31日、10月 4日、2006年 4月 13・25
日、5月 11・15・22・29日、6月 19日、7月 3日である。採集地の標高は 1350mであるため、生息
地の平均気温は平地に比べて低く、採集時の測定では、4月約 9℃、5月約 12℃、6月約 14℃、7月
約 17℃であった。また、今回採集した最大の個体は殻幅（長径）×（短径）×殻高が 7.5×6.0×4.9mm
であり、最小の個体が 3.2×3.2×2.0mmであった。
採集したヤマキサゴは、プラスチック容器に入れ、12℃に保ったインキュベーターの中で飼育を
行った。飼育観察には縦 14cm、横 8 cm、深さ 5 cmの容器の底に湿らせたティッシュペーパーを敷
き、その上に落ち葉をいれた。また、縦 17cm、横 11cm、深さ 5 cmの容器には、採集場所の土を詰
めた上に落ち葉を敷いた。乾燥を防ぐために霧吹きで水分を与えながら、1～3ヶ月間飼育を続けた。
飼育中に見られたヤマキサゴからの産出物中、精包と思われるものは、実体顕微鏡で観察後、ブ
アン固定、エタノールシリーズで脱水、パラフィン包埋後薄切し、ヘマトキシリン・エオシンの二
重染色を行い、検鏡した。
結 果
１ 精包の確認
飼育中に精包と思われる産出物を 3回にわたって確認した。
2005年 4月 16日採集の個体を飼育中、24日後の 5月 10日に確認。
2005年 5月 31日採集の個体を飼育中、13日後の 6月 13日に確認。
2006年 4月 25日採集の個体を飼育中、55日後の 6月 19日に確認。
いずれも、土を敷いて飼育していた容器内の枯れ葉の表面で発見された。
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図１ 1回目に発見した産出物。外側の透明な膜と
内側のピンク色の部分の境界がはっきりわか
る。
図２ 3回目に発見した産出物。図 1の産出物と比
べて、外側の透明な膜と内側のピンク色の部
分の境界がはっきりしておらず、周りに水分
が溶け出したようになっている。
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これらの産出物は、外側に透明な膜があり、内部は淡いピンク色をしていた。大きさは長径 3.6
～4.5mm、短径 2.0～2.5mmであった（図 1,2）。外側の透明な膜は薄いが、ピンセットで持ち上げて
も破れない程度の強度があった。
1回目、2回目に発見した際には外側の透明な膜と、内側のピンク色の部分の境界がはっきりして
いたが、3回目に発見された産出物の境界ははっきりせず、その周りに水分が溶け出したようになっ
ていた。
２ 精包の内部
1回目に発見した産出物は、外側の膜を破いて内部の観察を行った。ピンク色をしている部分も袋
状になっており、さらにその部分の膜も破いて内部を観察した。外側の透明な膜は簡単に破くこと
ができたが、内側の膜はそれよりも強度があった。破くと、中からは白濁した液体が出てきた。そ
れを位相差顕微鏡で観察したところ、大小 2型の精子が確認され、それらの精子は緩やかに波動運
動していた。また、精子の他に細長い紡錘形の顆粒が多数観察された（図 3）。
2回目と 3回目に発見した精包と思われる産出物は、発見後すぐにブアン氏液で固定し、パラフィ
ン包埋後、切片を作成して検鏡した。二重の膜は両方ともエオシンで赤く染まり、同じくらいの厚
さをしていた。解剖して観察をした際には厚さや強度に違いがみられたが、切片観察からはそのよ
うな違いは観察されなかった。内側の膜の中にヘマトキシリンで青紫色に染まる精子がぎっしり詰
まっている様子が観察された（図 4）。精子の並び方に規則性はなかった。
考 察
ヤマキサゴ科の巻貝の雄から雌への精子の受け渡し方について、Bourne（1911）は、雌が精子を
受け取るのは、卵形成腔の開口か膣の開口かをはっきりと述べていない。また、精包は用いられな
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図４ 精子を含んでいる産出物の膜付近の切片写
真。二重の膜構造がみられ、内側の膜の中に
精子が含まれている。a：外側の膜、b：内側
の膜。
図３ 産出物の内部。多数の精子が含まれている。
また、精子と共に紡錘形の顆粒が多数観察さ
れた。
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いと述べている。篠原（1988）は、ヤマキサゴの雄の外套性輸精管には腺性細胞が発達しており、
そこから分泌される物質は、精子への栄養補給や精包の形成に関係しているらしいこと、また、精
子は雄のターミナルサックの開口から雌の膣の開口へ受け渡されるのではないかと述べている。
今回観察された産出物はその特長から精包と考えられる。内部には、大小 2型の精子が多量に含
まれ、両タイプの精子が雌に渡されることが確認された。また、精子の他に、大量の紡錘形の顆粒
が含まれており、これらの機能や由来については確認できなかった。しかし、篠原（1988）は、雄
の外套性輸精管を解剖した際にこれと酷似している顆粒を観察している。そのため、この紡錘形の
顆粒はおそらく雄の外套性輸精管から分泌されると考えられ、精子の栄養補給に用いられる可能性
がある。産出物は外側の薄い膜と内側の膜によって二重に包まれていた。これらの二重の膜も外套
性輸精管内で形成されると考えられる。今回発見された精包は、雄から雌へ精包を受け渡す際に、
何らかの原因で失敗してしまったものではないかと思われる。
受け渡しに失敗したと考えられる精包の大きさは長径 3.6mm～4.5mm短径 2.0mm～2.5mm程度
であり、殻幅が大きくても 7 mm程度にしかならないヤマキサゴにはかなり大きなものである。
採取した精包は、1回目、2回目のものは外側の透明な膜とピンク色をしている部分の境界がわ
かったが、3回目のものは、産出されてから発見するまでの時間が長かったためか、やや壊れかけた
ような状態になっていた。
今回の観察から、ヤマキサゴは精包を用いて精子の受け渡しを行うことが確認された。しかし、
雄から雌のどの部分へ受け渡されるかはわからなかった。
要 約
群馬県赤城山の大沼周辺から採集したヤマキサゴを室内飼育し、その際に見られた産出物を調べ
た。発見された産出物は、二重の膜で覆われていて、中には大小 2型の精子と紡錘形の顆粒が多量
に含まれていた。これらの産出物は、特徴から精包と考えられ、ヤマキサゴの雄から雌への精子の
受け渡しは、精包を用いて行われると判断された。
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